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An internal combustion engine vehicle which has been invented for 120 years is absolutely imperative for our life. Green 

action and resource-saving are the key technologies for automobile engineering. Hybrid car, hybrid electric vehicle, electric 
vehicle, and clean diesel have been developed. New diesel and petrol cars and vans will be banned in the UK from 2040 in 
a bid to address air pollution, the government has announced in July 2017. However, an internal combustion engine vehicle 
will maintain holding a key position at least 20 years. The competition for gasoline mileage “Honda eco-mileage challenge” 
is held since 1981. Here we show the newly developed experimental production vehicle. The design guide, structural 
design, of the vehicle which has simple rigid frame has been demonstrated. 
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 自動車は 100 年余りの歴史の中で様々な効用を

期待され、これまで多様な機能を具備してきた。

環境保全と省資源化は次世代自動車に欠かせない

基本問題である。モーターとエンジンとを組み合

わせたハイブリット自動車や、小型高効率ディー

ゼルエンジンを搭載した自動車が開発されている。

燃費は、車重を 100 kg 低減することで 1 km/L の

向上が図れる 1), 2)。自動車に対する全性向上の要求

が年々高まっていることから重量は増加傾向にあ

る３）。 そのため、自動車用部品の軽量化は急務で

あり、自動車メーカーや素材メーカーなどによっ

て自動車部品の軽量化がなされている。

 このような背景のもと、自動車の基礎技術やモ

ノづくり、さらには環境問題への意識を高めるこ

とを目的とし、燃費の限界に挑戦する燃費競技大

会が国内外各地で開催されており、多数のチーム

が燃費競技用車両を開発して出場している 4)。
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a. 全高 1.8 m以下

b. ホイールベース 1.0 m以上

c. 全長 3.5 m以下

d. トレッド 0.5 m以上

e. 全幅 1.7 m以下

f. エキゾーストパイプ（排気管）はボディ端面より 5 cm

以上出ないこと. ボディ後方からの排気を強く推奨する.

 

図１ 全国大会競技規則

 Honda エコ マイレッジ チャレンジは、「1 リッ

ターのガソリンでどれくらい走れるのか？」 がテ

ーマであり、実際の競技では、規定周回数（距離）
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2-206．

製作，山形県立

5) 3-6．

マイレッジ チャ

：

/emc/pdf/37th-ky

プ（A6063 T5

  （１）

   （２）

   （３）

ドライバー荷

曲げ荷重 20
準強さ 290

mm2]とする。

P）では、直

ルミ系の丸パ

み t＝1.5 mm
分かった 8)。

チャレンジ

大会規則 9)

施し、車両に

みについて、

は簡単なモデ

詳細な解析・

レーム構造を

に関する、さ

す。 

裁量経費（も

開発（内燃

ン支援プロ

車軽量化に向け

，(2015) 8-12．

値の推移-国土交

099.pdf（参照

とその課題，塑

立産業技術短期

ャレンジ 2017 

yougikisoku.pdf

）

m

f

こここで l = 1416 [mm]（ホイールベースス）、x = 325
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